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Welcome To
Presentation

教育の分野で、世界中で広く活用されている、

「Kahoot！(カフート)」、「Padlet(パドレット )」について、

赤穂市教育研究所ICT部員が実践しました。

本実践紹介が、赤穂市のICT活用の一助になれば幸いです。



What’s  Kahoot! ?



Kahoot!（カフート）は、クイズ番組のような演出で学習できるノル

ウェー発の教育クイズプラットフォームです。

教員が作成した問題を生徒がスマホやタブレットでリアルタイムに

回答し、正解の速さと正確さでポイントを競います。

楽しみながら学習内容の復習や理解度チェックができるため、授

業の導入・まとめやアイスブレイクとして学校現場で人気です。

http://www.youtube.com/watch?v=wPOXuuyZx1g


取組

内容

学年：５年

教科：国語  
画像

作成校：坂越小

主に国語科や社会科の復習で行った。

【メリット】クイズ形式でスコアが出るので意欲的に取り組む児童が多く見られた。

　　　　　他の教科でも活用していたのでスムーズに活動に取りかかることができた。

【デメリット】「勝ちたい！」という気持ちは強い児童はスコアが低いとかなり悔しがっ　　　　　　てい

た。低学年や初めて活動するときは時間がかかりそう。



取組

内容

買い物学習のテンプレートがあったので、自立活動と２年の算数の学習として取り組み

ました。オンライン登校をしている児童も一緒に活動でき、交流しながら楽しく学習でき

たのが良かったです。もう一回やりたい！という発言が何度もあり、退屈になりがちな

反復学習も楽しく取り組めると感じました。

学年：特支

教科：算数
画像

作成校：尾崎小



取組

内容

児童が作成した単元の復習クイズを、教師が集約してkahootにまとめた。

【メリット】２クラスある学年なので、それぞれのクラスの問題に挑戦することができる。

【デメリット】ゲーム性が強すぎて、勝敗に気が向きすぎてしまう。

　　　　　　　プリント学習より取りかかりや準備に時間がかかる。

学年：５年

教科：家庭科
画像

作成校　坂越小



取組

内容

主に国語科や算数科の導入で行った。

【メリット】クイズ形式であったため、意欲的に取り組む姿が見られた。

「カフートを使ったクイズ大会をしたい」という児童の言葉から、学活でも活動した。

【デメリット】タブレット操作に時間がかかった。（低学年のため）動作が止まることがあった。

学年：２年

教科：算数＆
国語＆学活

作成校：塩屋小



取組

内容

２年生児童に対して１年生の漢字の復習のために使用しました。

今回は自分で作成せず、検索欄で「1年生　漢字練習」と検索し、適したものを利用しま

した。様々な問題があり、テンプレートを使う良さが実感できました。

学年：特支

教科：国語
画像

作成校：有年小



What’s  Padlet ?



Padlet（パドレット）は、オンライン上にデジタル掲示板を作

成し、テキスト、画像、動画、リンクなどをリアルタイムで共同

編集・共有できる教育ツールです。

学校では、授業の振り返り、グループ活動、ポートフォリオ作

成などに使われ、子供たちの学び合いや視覚的な思考整理

を促進します。

http://www.youtube.com/watch?v=zIWzXv7Q9T0


図工の友達の作品鑑賞でパドレットを活用した。

【メリット】紙でするより意欲的であった。また、短時間で多くの児童がお互いに作品のよいところを

コメントしあえるので、鑑賞の評価も取りやすかった。

【デメリット】コメントの書き方を指導しておかないと、内容が乏しくなってしまう。

学年：４年

教科：図工
画像

取組

内容
作成校：御崎小



総合「調べよう、特産品」で兵庫県の市区町村の特産品を調べ、地域ごとに分類してマッピングした。それをもとに、み

んなに紹介する地域と特産品を決め新聞にまとめる。

【メリット】兵庫県の市区町村と特産品についての知識が広がった。まだピンを打たれていない地域をみんなより先に

調べようという競争心から、小さな市区町村と特産品についてもたくさん知ることができた。

【デメリット】クラスの実態によっては、タブレットの操作の仕方について指導する時間が必要。

学年：４年

教科：総合
画像

取組

内容
作成校：御崎小



　自信をもって発言することができない児童が多いため、意見共有としてパドレットを活用した。特

に社会科の学習の導入において「資料やグラフから読み取れること」を打ち込ませ、全児童が、授

業の土台に乗れるように指導を行った。また、良い意見には、教師が色をつけることで本時の課

題が明確になるような手立てとした。

　授業後、ボードの凍結を行わないと児童が好き勝手にコメントのできる無法地帯になりかねない

ため、使用後の処理は大変重要である。

学年：５年

教科：社会
画像

取組

内容
作成校：赤穂小



自閉症・情緒障害学級の2年生の取り組み。

「１０００をこえる数」の家庭学習として、パドレットを活用した。

【①数字を読んでみようver.】【②CP1000ごえのポケモン,ゲットだぜ! ver.】
保護者のスマホでQRコードを読み取り、見てもらう形式。ミニ通信で保護者にお知らせ＆取組の

趣意説明。ネット上にあるので、更新が可能。

学年：特支

教科：算数

取組

内容
作成校：坂越小

①　　　　　　　　　　　　　　  ②



５年生　社会　食糧生産マップ

Padletの地図を使いました。画像付きで投稿するように児童に指示を出し、

作成しました。自分たちで１つの地図を作る楽しさを感じたり、視覚的に食糧

生産マップをとらえたりすることができました。

学年：５年

教科：社会

取組

内容
作成校：城西小
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